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「人と生成 AIの共生」—人工知能の未来を語る講演会、京都で開催 
「ロボットは東大に入れるか」プロジェクトリーダーの新井紀子先生が登壇 

 

株式会社とめ研究所(本社：京都市下京区)は、2026年 11月 7日（土）に、京都リサーチパーク

にて「第 4回人工知能最先端技術講演会 ～人と生成 AIの共生～」を開催します。 

対象は人工知能、先端技術に興味がある学生や社会人。参加費無料です。 

 

今回の基調講演には「ロボットは東大に入れるか」プロジェクトリーダーを務めた、国立情報学

研究所 社会共有知研究センター センター長・教授の新井紀子先生を迎え、「AI と人間が共に生

きる時代に必要なスキルとは」をテーマに講演いただきます。講演では、『「AIに仕事が奪われる」

と恐れる前に、私たちが向き合うべき本当の課題とは』『AIが得意なことと、人間にしかできないこ

とはどう違うのか』『AI と人間が共に生きる社会で必要となる読解力』について分かりやすく解説

いただきます。 

 

本講演会の主催のとめ研究所は、2003年に人工知能（知能情報処理技術）の研究開発を事業

として創業しました。経営理念「面白い事をやって社会や生活を変える」のもと創業から「人と機械

の共生社会」の実現を希求しており、その一環で、地域社会に向けた知的貢献のための社会貢

献活動として毎年講演会を開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新井紀子先生がご登壇 会場：京都リサーチパークサイエンスホール 

第 3 回人工知能最先端技術講演会（2025 年 11月 8 日）の様子 — 継続開催で広がる AI への理解と関心 



 

 

 

◼ 講演会名称 第 4回人工知能最先端技術講演会 ～人と生成 AIの共生～ 

◼ 開催日時  2026年 11月 7日(土) 14:00～16:00(13:30開場) 

◼ 開催会場  京都リサーチパークサイエンスホール 

◼ 対象者  人工知能、先端技術に興味がある学生、社会人 

◼ 参加費  無料 

◼ 主 催   株式会社とめ研究所 

 

 

 

 

◼ 基調講演 

「AI と人間が共に生きる時代に必要なスキルとは」 

講師： 

国立情報学研究所 社会共有知研究センター センター長・教授 新井 紀子 先生 

概要： 

 ChatGPTをはじめとする生成 AIの登場により、私たちの生活や働き方は急速に変わりつつ

あります。「AIに仕事が奪われる」と恐れる前に、私たちが向き合うべき本当の課題とは何で

しょうか。 

 「ロボットは東大に入れるか」プロジェクトリーダーの新井紀子氏は、長年にわたり AIの可能

性と限界を研究してきました。AIが得意なことと、人間にしかできないことはどう違うのか。AI

時代を生きる私たちには、どんな力が求められるのか。 

 本講演では、AI と人間が共に生きる社会で必要となる読解力について考えます。専門的な

知識は不要です。AI時代の自分の可能性を広げるヒントが得られる講演です。 

 

◼ 講演 

「AI と共に暮らす豊かな日常」 

講師： 

株式会社とめ研究所 第二開発部グループリーダー 博士（理学） 村田 浩也 

概要： 

 私たちの身の回りには既に AIが入り込んでおり、何をするにも AIが関係することが多くあり

ます。もはや AIを利用しない日はないといってもいいほどです。 

 もちろん、現在の AI はまだ人が満足する結果を返せないこともありますが、今後のさらなる

研究開発や技術の進歩により、AIの精度や能力が向上することで活用領域はますます拡大

し、人と AIが協調して共生する社会が一層広がっていくことが期待されます。 

 本講演では、AIが無かった時代と比較して AIがどのように活用され私たちの日常生活がど

のように変化しているのか、また今後どのように AI と一緒に生きていけるのかについて、近所

のおいしいお店探しなど日常生活における身近な例をもとに紹介します。 

 

◼ 表彰式 

「第 7回とめ研究所若手研究者懸賞論文」  

開催概要 

プログラム 



 

  
第 3回人工知能最先端技術講演会（2025年 11月 8日）の様子 

第 3回講演会では、大阪大学大学院基礎工学研究科教授の石黒浩先生から、「AI とアバター
で面白くなる社会」についてご講演を頂きました。 

講演会の中で、弊社が取り組むもう一つの社会貢献活動「とめ研究所若手研究者懸賞論文」の
第 6回表彰式を開催しました。本懸賞論文は、今後の研究を担う若手研究者の育成と研究への
支援の観点から毎年募集しています。 



 
 
 

2003年の創業から人工知能（知能情報処理技術）の研究開発を事業とし、経営理念は「面白

い事をやって社会や生活を変える」、経営ビジョンは人類が永遠に追い求め続けている「人と機械

の共生でもっと生活を楽しく」です。また在籍エンジニアの 5割が博士号取得者、8割が博士後期

課程出身であり、非常に多くの博士課程出身者が活躍しています。 

 

 

 

◼ 商号   株式会社とめ研究所 

◼ 代表者  代表取締役 福留 五郎 

◼ 所在地  〒600-8813京都市下京区中堂寺南町 134 京都高度技術研究所内 7階 

◼ 設立   2003年 4月 7日(鉄腕アトムの生誕日) 
◼ 事業内容  先端情報サービス事業 

          研究開発論文調査 
         研究開発受託事業 
          先端ソフトウェア受託研究開発 
          先端ソフトウェア技術者派遣（派 26-300393） 
         応用開発受託事業 

◼ 資本金  2,500万円 

◼ URL   https://www.tome.jp/ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以 上 

株式会社とめ研究所について 

会社概要 

【本件プレスリリースのお問合わせ先】  

株式会社とめ研究所 
最先端技術講演会事務局 相廣・岩前(あいひろ・いわまえ) 
TEL：075-315-0074 Email：eigyou-g@tome.jp 
 
詳細ページ：https://www.tome.jp/business/kouenkai.html  

（2026年 9月 10日公開） 
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